
第５回 沼津市リノベーションまちづくりシンポジウム 

～まちの宝を見つける目～ 

 

日時 平成 29年 3月 6日（月） 

18 時 30 分から 20時 30 分まで 

     会場 大手町会館 

 

 

  



 

<当日の様子> 

 

 第５回沼津市リノベーションまちづくりシンポジウムは、ＨＡＧＩＳＯ代表、一級建築

士事務所ＨＡＧＩ ＳＴＵＤＩＯ代表、東京芸術大学及び京都造形大学非常勤講師などを務

め、東京都台東区谷中で解体予定だった木造アパートを最小文化複合施設「ＨＡＧＩＳＯ

（ハギソウ）」に生まれ変わらせるなど、数々の活動をしておられる 宮崎 晃吉 氏をお招

きし、「まちの宝を見つける目」と題して講演いただきました。 

 

 

宮崎氏からは、人口が減少していく現在

の社会においては、ものを所有する時代か

ら、もてあます時代に変わりつつあり、我々

はものや建物を造るだけではなく使い方を

試されているという前提のもと、台東区谷

中で、築 50年を経過し解体を予定されてい

た木造アパート「萩荘」が、最小文化複合

施設をコンセプトとした「ＨＡＧＩＳＯ」

に生まれ変わるまでの経緯を紹介いただき

ました。 

 

また、ＨＡＧＩＳＯから 100ｍほど離れた

場所にあった木造アパートをリノベーショ

ンにより宿泊棟にした「ｈａｎａｒｅ」や、

「Ｈａｔｓｕｎｅａｎ」を整備した経緯等

も紹介いただきました。 

 

質疑応答では、「沼津のまちづくりのヒン

トは何か？」「人とのつながりをつくってい

くアドバイスはあるか？」「主婦の取り込み

方は？」など、会場から多くの質問が寄せ

られ、宮崎氏からは、現在、取り組んでい

る出身地の前橋市での事例も交えながら、

アドバイスをいただきました。 


